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歩掛参考見積募集要領 

 

次のとおり歩掛参考見積を募集します。 

 

令和 8年 5月 19日 

 

                     独立行政法人水資源機構 

筑後川下流総合管理所長 北村 達也 

 

1. 目 的 

この歩掛参考見積の募集は、福岡導水施設地震対策事業で予定している業務の積算の

参考とするための作業歩掛を募集するものです。 

 

2. 参考見積書提出の資格 

（１）水資源機構における令和７･８年度一般競争（指名競争）参加資格業者の認定を受け

ていることとします。 

（２）営業に関し法律上必要とされる資格を有していることとします。 

（３）水資源機構から「工事請負契約に係る指名停止等の措置要領」（平成 6 年 5 月 31 日

付け 6経契第 443号）に基づき、筑後川水系関連区域において指名停止を受けていな

いこととします。 

 

3. 参考見積書の提出等 

参考見積書は、次に従い提出してください。 

（１）参考見積書は、作業項目毎に必要な技術者等を記載して提出してください。 

なお、参考見積書の様式は問いません。（別紙 2を参考にしてください） 

（２）提出期間：令和 8年 5月 28日(木) から令和 8年 6月 1日(月) まで 

持参する場合は、上記期間の土曜日、日曜日、祝日を除く毎日、午

前 9時から午後 5時まで 

（３）提出先 

独立行政法人水資源機構 

筑後川下流総合管理所 所長 北村 達也 宛 

【担当】筑後川下流総合管理所 工務課 山﨑（やまざき） 

〒830-0071 福岡県久留米市安武町武島 1063-2 

 E-mail: jwa_chikugo_karyu@water.go.jp 

TEL 0942-26-4551  FAX 0942-26-1525 

（４）提出方法 

書面は持参、郵送、ファクシミリ又はメール（いずれも社印があること）により

提出するものとします。 

なお、社印を省略する場合は、本件責任者、担当者及び連絡先を明記願います。 

 

4．参考見積内容 

（１）作業項目及び作業内容 

別紙 1（見積仕様書）に示す調査業務に必要な員数等について、見積徴取
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します。 

別紙 2「参考見積書作成例」を参考に見積書を作成してください。 

 

（２）業務費の構成と歩掛見積徴取範囲 

① 本歩掛参考見積を適用する業務費の構成は、水資源機構が別に制定する「積算基

準及び積算資料（調査等編）」（以下「基準書」という。）によるものとします。 

② 歩掛参考見積徴取範囲は基準書で定義されている直接業務費のうち、(1)「作業

項目及び作業内容」を実施する為に必要な技術者の員数等を徴取します。 

（３）作業員の職種と定義 

国土交通省が公表している「令和 8年度設計業務委託等技術者単価」における「技

術者の職種区分」によるものとします。 

（４）見積書の有効期限 

 見積書の有効期限は、令和 9 年 3 月 31 日とします。ただし、物価変動に

より上記の有効期限を適用出来ない場合は、見積書に有効期限を記載願いま

す。 

（５）歩掛参考見積件名 

見積の件名は、「1 号トンネル併設水路詳細設計業務参考見積」としてく

ださい。 

 

5. 依頼書に対する質問 

この依頼書に対する質問がある場合においては、次に従い、書面（様式は自由）によ

り提出してください。 

（１） 提出期間：令和 8年 5月 20日(水) から令和 8年 5月 25日(月) まで 

持参する場合は、上記期間の土曜日、日曜日、祝日を除く毎日、午前

9時から午後 5時まで。 

（２） 提出場所：３．（３）に同じ。 

（３） 提出方法：３．（４）に同じ。 

 

6. 質問に対する回答 

質問に対する回答書は、次のとおり閲覧に供します。 

（１） 閲覧期間：令和 8年 5月 27日(水) から令和 8年 6月 1日(月) まで 

（２） 閲覧方法：ホームページに掲載します。 

 

7. 参考見積書作成及び提出に要する費用 

参考見積提出者の負担とします。 

 

8. ヒアリング 

提出のあった参考見積書についてヒアリングを実施することがあります。 

 

9. その他 

この参考見積書の提出を受けた関連する入札等の競争参加資格を確約するものでは

ありません。 

提出を受けた参考見積書は、業務の積算の目的以外には使用しません。 

（以上） 
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 別紙1  

 

見積仕様書 

 

第１節 業務目的 

1. 本業務は、１号トンネル併設水路約4.3kmの建設について、工事発注にかかる詳

細設計を行うものである。 

2. 比較検討に必要な一部の作業項目については別途計上するため、本参考見積の対

象外とするものがある。 

 

第２節 設計条件 

設計条件は、次のとおりとする。 

（１）設計流量 

Ｑmax= 2.674m3/s 

（山口調整池からの逆流0.093m3/s） 

  （２）設計水位 

   併設園部接合井地点 EL.86.613m 

   併設山口接合井地点 EL.84.287m 

（３）自動車荷重 

自動車荷重は、道路管理者が指示する荷重とする。 

機構用地内の設計荷重は施設の維持管理等に必要と想定される重機等を考慮して

決定するものとする。 

（４）トンネル形式・構造 

1号トンネル併設水路：圧力トンネル 内径φ2,000mm程度 

（５）水質 

水道原水を流下するための施設であることから、水質に影響を与えない工法及び材

料にて計画するものとする。 

 

第３節 業務内容 

1. 現地調査（本参考見積の対象外とする） 

受注者は、貸与資料に基づき踏査し、設計、施工上必要な事項、工事実施に関す

る法令等及び支障物件の調査確認を行うものとする。 

2. 設計計画（本参考見積の対象外とする） 

（１）受注者は、設計に必要な資料収集及び貸与資料の内容を把握し、現地調査、

関連業務の検討結果及び貸与資料等の他、経済性、施工性、完成後の維持管理

、法令、各種基準等を踏まえ、１号トンネル併設水路の設計計画を行う。 

（２）受注者は、発進、到達位置及びトンネル中心線の計画は過年度の実施設計成

果を基本とし、シールド工法における土圧式、泥水式等を含めたトンネルの複

数の工法について、構造計画、仮設計画、経済性、工程等を詳細に検討した工

法比較を行うものとする。 
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  （３）受注者は、高水圧条件下における止水方法、地下水低下による周辺への影響

等を考慮したローラカッター交換方法、交換頻度及び交換位置を検討し、施工

事例及び最新技術の収集・分析を踏まえた複数の掘削工法の比較検討を行うも

のとする。 

また、施工時に周辺の地下水や沢水の利用に影響が生じないようにするととも

に、破砕帯等に対し安全で確実かつ経済的に掘削するための補助工法の検討を

行うものとする。 

（４）受注者は、断層破砕帯における掘進停止防止及び掘進停止時の対応として、

適正なジャッキ推力の設定、マシン周辺の摩擦力低減工法及びマシン拘束時の

対応について検討を行うものとする。 

（５）受注者は、トンネル工法、補助工法等の検討結果を踏まえ、設計に必要な構

造応力計算、仮設・補助工法等の構造計算を行うものとする。構造計算は、１

号トンネル併設水路及び仮設・補助工法等の詳細構造計算を含むものとする。 

なお、設計を実施していくうえで、過年度業務にて実施した施設に変更が生

じる場合には、調査職員と協議するものとし、設計変更の対象とする。 

3. 水理計算 

（１）受注者は、１号トンネル併設水路二次覆工構造（FRPMφ1800）及び二次覆工

省略（φ2300）の検討にあたり、各設計断面による詳細水理計算及び詳細水理

縦断図の作成を行うものとする。対象区間は園部接合井（既設・併設）～牛頸

浄水場着水井までとする。なお、以下に示す各通水ケースに、所定の流量を支

障なく通水できることを確認するものとする。 

  【筑後川全量取水・山口調整池注水なし】 

検討番号 通水形式 

① １号併設～２号既設 

② １号併設～２号併設 

③ １号併設～２号既設・併設両通水 

④ １号既設・併設両通水～２号既設 

⑤ １号既設・併設両通水～２号併設 

⑥ １号既設・併設両通水～２号既設・併設両通水 

  【筑後川全量取水・山口調整池注水あり】 

検討番号 通水形式 

①-1 １号併設～２号既設 

②-1 １号併設～２号併設 

③-1 １号併設～２号既設・併設両通水 

④-1 １号既設・併設両通水～２号既設 

⑤-1 １号既設・併設両通水～２号併設 

⑥-1 １号既設・併設両通水～２号既設・併設両通水 
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  【山口調整池全量取水・園部逆送】 

検討番号 通水形式 

⑦ 山口調整池～２号既設・1号併設園部逆送 

⑧ 山口調整池～２号併設・1号併設園部逆送 

⑨ 山口調整池～２号既設・併設両通水・1号併設園部逆送 

【筑後川と山口調整池の両方から取水】 

検討番号 通水形式 

⑩ １号併設・山口調整池～２号既設 

⑪ １号併設・山口調整池～２号併設 

⑫ １号併設・山口調整池～２号既設・併設両通水 

⑬ １号既設・併設両通水・山口調整池～２号既設 

⑭ １号既設・併設両通水・山口調整池～２号併設 

⑮ １号既設・併設両通水・山口調整池～２号既設・併設両通水 

4. 発進立坑（上口、下口）（本参考見積の対象外とする） 

受注者は、１号トンネル併設水路の発進立坑及び接続構造について、施工性、維

持管理、経済性、地下水低下による周辺への影響等を考慮したうえで付帯施設を含

めた検討を行うものとする。 

なお、下口の立坑は山口川サイホン併設水路外工事（仮称）の発進立坑と兼用で

あることに留意することとする。 

5. 一次覆工（本参考見積の対象外とする） 

受注者は、高水圧が作用することを踏まえ一次覆工材質及び継手部止水材につい

て経済性及び施工性を考慮し比較検討を行うものとする。 

また、切羽作業、坑内作業、坑外作業、使用機械群の検討並びに各種計算を実施し

、仮設計画、施工方法、施工順序、工程計画、その他必要事項を踏まえた施工計画

を作成するものとする。 

なお、一次覆工時における騒音・振動対策等の検討を含むものとする。 

6. 二次覆工（本参考見積の対象外とする） 

受注者は、内水圧、外荷重及び耐震性を検討したうえで、二次覆工省略の可能性

について経済性及び維持管理性を考慮し比較検討を行うものとする。 

また、使用機械群の検討及び立坑内配管を含む覆工時の仮設計画、施工方法、施

工順序、工程計画、その他必要事項を踏まえた施工計画を作成するものとする。 

なお、二次覆工時における騒音・振動対策等の検討を含むものとする。 

7. 耐震設計 

（１）各断面について次の条件により耐震性能照査を行うものとする。なお本業務

の設計検討の結果、対象施設について大きく構造が異なることとなった場合等

に、調査職員が耐震性能照査の追加や変更を指示した場合、設計変更の対象と

する。 

表 耐震性能照査手法 
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対象施設 検討断面 
耐震性能照査手法 

レベル１地震動 レベル２地震動 

1号トンネル 

併設水路 

横断2断面 応答変位法※1 応答変位法※1 

縦断1断面 応答変位法※2 応答変位法※2 

縦断1断面 時刻歴応答解析※3 時刻歴応答解析※3 

※1 時刻歴波形（３波形）を用いた地盤応答解析による応答変位法により照査を実

施するものとする。 

※2 応答変位法は、「水道施設耐震工法指針・解説 2009年版（(社)日本水道協会

）（以下、「水道指針」という。）」等に示される、振幅の算定式による簡易的

な手法による。 

※3 本解析は、時刻歴波形（３波形）を用いて縦断方向の断面に対して面内方向加

振と面外方向加振の加振方向を考慮した検討ケースを行うものとする。地盤応

答解析は地層変化点の影響など本トンネルの地盤条件をモデル化可能な2次元

地盤応答解析により行う。地盤ばねの算出に当たっては、地層変化点やセグメ

ント仕様などの影響を考慮した設計断面を抽出するものとし、地盤ばねの算出

は3次元FEM解析によって行うものとする。構造解析については、加振方向を考

慮可能な3次元骨組み構造解析で行うものとする。 

（２）1号トンネル併設水路の横断面については、応答変位法により基本構造を決定

することとする。 

（３）1号トンネル併設水路（静的解析）におけるレベル１地震動及びレベル２地震

動の入力地震動は、「水道施設耐震工法指針・解説」に示す設計地震動から、

解析方法に応じて選定するものとする。なお、入力地震動については、事前に

調査職員と協議するものとする。 

（４）求める耐震性能については調査職員が指示する。 

（５）検討断面や解析に用いる地震動、耐震性能照査手法、使用プログラムの詳細

について、事前に調査職員に協議し、承諾を得るものとする。 

（６）２．設計計画の結果や関連業務の検討結果等により、耐震性能照査手法または

検討断面数を変更する場合がある。この場合は、設計変更協議の対象とする。 

（７）地震調査研究推進本部の公表波形に大幅な変更が生じた場合は、その対応に

ついて、調査職員と協議するものとし、変更する場合は、設計変更の対象とす

る。 

8. 図面作成（本参考見積の対象外とする） 

受注者は、平面図、縦断面図、構造図、仮設図、補助工法に関する図面、法令に基

づく必要な図面等を作成するものとする。 

9. 数量計算（本参考見積の対象外とする） 

受注者は、トンネル工、立坑、土工、一次覆工、二次覆工、ゲート設備、仮設工、

補助工法等工事発注に必要な詳細数量計算を行い、各工種の単価を作成し、概算工事

費の算出を行うものとする。 

なお、工事数量等の算出方法や集計方法等については、共通仕様書及び「令和６年

度土地改良工事数量算出要領（案）（農林水産省）」によるものとする。 
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10. 審査（本参考見積の対象外とする） 

受注者は、上記の作業について総合的な検討を実施し、照査計画に基づき、業務

の節目毎に照査を実施し、照査報告書を作成するものとする。 

11．報告書作成（本参考見積の対象外とする） 

受注者は、上記の各項目について、工事発注に必要な仕様を含めた報告書を作成す

るものとする。  

 

第４節 その他 

見積参考資料として、既往成果品の抜粋を添付する。 

 

 

                               以  上 



参考見積書作成例 【別紙-2】

業務名：1号トンネル併設水路詳細設計業務参考見積

作業内容 単 位 主任技術者 技師長 主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員 備　　考

1号トンネル併設水路詳細設計業務

３．水理計算 １式
φ1800(FRPM)、φ2300(二次覆工)断面における各通水
ケース（全２０ケース）の水理計算

６．耐震設計 １式

6-1．耐震設計（横断） １式
横断方向２断面、L1地震動：応答変位法、L2地震動：応
答変位法

6-2．耐震設計（縦断） １式
縦断方向１断面、L1地震動：応答変位法（簡易法）、L2
地震動：応答変位法（簡易法）

6-2．耐震設計（縦断） １式
縦断方向１断面、L1地震動：時刻歴応答解析、L2地震
動：時刻歴応答解析

※単位は｢人｣とします。

※職種の追加が必要な場合は適宜追加してください。

＜参考：歩掛見積集計結果＞

作業内容 単 位 主任技術者 技師長 主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員 備　　考

１．現地調査 式 1.0 2.0 2.0 2.0

２．設計計画 式 1.5 2.4 3.6 6.0 7.6 6.0

３．発進立坑 式

3-1．発進立坑（上口） 式 2.0 4.0 5.0 8.0 8.0

3-2．発進立坑（下口） 式 2.0 4.0 5.0 8.0 8.0

４．1次覆工 式 0.5 5.0 10.0 15.0 21.0 15.0

５．2次覆工 式 5.0 6.0 7.0 15.0 10.0

６．耐震設計 式

6-1．耐震設計（横断） 式 4.2 7.1 9.9 7.1 2.8
横断方向2断面、L1地震動：応答変位法（簡易法）、L2
地震動：応答変位法（簡易法）

6-2．耐震設計（縦断） 式 1.5 2.5 3.5 2.5 1.0
縦断方向2断面、L1地震動：応答変位法（簡易法）、L2
地震動：応答変位法（簡易法）

７．図面作成 式 1.0 5.0 10.0 15.0 15.0 15.0

８．数量計算 式 3.0 10.0 10.0 15.0 15.0

９．審査 式 4.0 5.0

10．報告書作成 式 0.5 2.0 8.5 6.5 2.0

1
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注意事項
1．適　用

　 この図面は、福岡導水施設耐震対策○○○工事の

　 １号トンネル併設水路平面縦断図(2)に適用する。

2．単　位

　 測点・標高はｍ単位で示し、構造寸法は特に示さ
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注意事項
1．適　用

　 この図面は、福岡導水施設耐震対策○○○工事の

　 １号トンネル併設水路平面縦断図(7)に適用する。

2．単　位

　 測点・標高はｍ単位で示し、構造寸法は特に示さ

　 ない限りmm単位で示す。

3. 断層およびリニアメント

　 図に示すF.Lは以下を示す。
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【筑後川全量取水・山口調整池注水なし】

検討番号 通水形式

① １号併設～２号既設

② １号併設～２号併設

③ １号併設～２号既設・併設両通水

④ １号既設・併設両通水～２号既設

⑤ １号既設・併設両通水～２号併設

⑥ １号既設・併設両通水～２号既設・併設両通水

【筑後川全量取水・山口調整池注水あり】

検討番号 通水形式

①－1 １号併設～２号既設

②－1 １号併設～２号併設

③－1 １号併設～２号既設・併設両通水

④－1 １号既設・併設両通水～２号既設

⑤－1 １号既設・併設両通水～２号併設

⑥－1 １号既設・併設両通水～２号既設・併設両通水

【山口調整池全量取水・園部逆送】

検討番号 通水形式

⑦ 山口調整池～２号既設・1号併設園部逆送

⑧ 山口調整池～２号併設・1号併設園部逆送

⑨ 山口調整池～２号既設・併設両通水・1号併設園部逆送

【筑後川と山口調整池の両方から取水】

検討番号 通水形式

⑩ １号併設・山口調整池～２号既設

⑪ １号併設・山口調整池～２号併設

⑫ １号併設・山口調整池～２号既設・併設両通水

⑬ １号既設・併設両通水・山口調整池～２号既設

⑭ １号既設・併設両通水・山口調整池～２号併設

⑮ １号既設・併設両通水・山口調整池～２号既設・併設両通水

水理計算_通水検討ケース



【筑後川全量取水・山口調整池注水なし】

① １号併設～２号既設

② １号併設～２号併設

③ １号併設～２号既設・併設両通水

④ １号既設・併設両通水～２号既設



⑤ １号既設・併設両通水～２号併設

⑥ １号既設・併設両通水～２号既設・併設両通水

【筑後川全量取水・山口調整池注水あり】

①－1 １号併設～２号既設

②－1 １号併設～２号併設



③－1 １号併設～２号既設・併設両通水

④－1 １号既設・併設両通水～２号既設

⑤－1 １号既設・併設両通水～２号併設

⑥－1 １号既設・併設両通水～２号既設・併設両通水



【山口調整池全量取水・園部逆送】

⑦ 山口調整池～２号既設・1号併設園部逆送

⑧ 山口調整池～２号併設・1号併設園部逆送

⑨ 山口調整池～２号既設・併設両通水・1号併設園部逆送



【筑後川と山口調整池の両方から取水】

⑩ １号併設・山口調整池～２号既設

⑪ １号併設・山口調整池～２号併設

⑫ １号併設・山口調整池～２号既設・併設両通水

⑬ １号既設・併設両通水・山口調整池～２号既設



⑭ １号既設・併設両通水・山口調整池～２号併設

⑮ １号既設・併設両通水・山口調整池～２号既設・併設両通水


